<報告> 文部科学省特別経費プロジェクト「ヒューマン・ハイ・パフォーマンスを実現する次世代健康スポーツ科学の国際研究教育拠点」最終報告 by 小倉 かさね et al.




Final Report of the MEXT Special Fund Project entitled, 
“Establishment of international research and education bases of next generation 
health and sport science for implementing Human High Performance”


















































































































































Final Report of the MEXT Special Fund Project entitled, 
“Establishment of international research and education bases of next generation 
health and sport science for implementing Human High Performance”















































































































































































2014年度は NeuroImage、J Appl Physiol、Scientific 
Report、PLOS ONE、Diabetesなど 59本、2015年度 
は Neuroimage、Molecualr Nutriton and Food 
Research、Neurochemical Research、Scientific 
Reports、Am J Physiol Regul Integr Comp Physiol、J 
Sports Scienceなど 87本、2016年度は Diabetologia、
Endocrinology、Neuroimage、PLOS ONE、Med Sci 
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者など 44名（うち海外 17名）を招聘（表 2）し、
研究者、学生、省庁、自治体、企業関係者など延
べ約 900名が参加した。（最終年度も Human High 

















カフェ－Matching Wisdom with Science－」を開始
し、競技現場において指導者が抱える課題の解決法
を模索し異種業者によるプロジェクト研究創出を
目指す。
（4）国際共同研究拠点としての公募型研究事業
HHPプロジェクトのミッションを共有する学内
外、国内外の多くの大学、研究機関と連携しなが
ら強い基礎研究を推進するため、2014年より毎年、
公募型研究事業を行ってきた。採択者は毎年度末の
フォーラムで成果報告を行った（ポスター発表およ
びシンポジウムでの口頭発表）。
今後も体育系と連携し、共同利用・共同研究機能
の強化を図りたい。
【採択件数】
2014年　13件
2015年　10件
2016年　18件（内訳　学内：13件、学外：5件）
2017年　27件（内訳　学内：13件、学外：13件、
国外：1件）
2018年　35件（内訳　学内：18件、学外：16件、
国外：1件）
（5）先端研究センターの設立
本プロジェクトを基盤に、2015年 7月、筑波大
学体育系ヒューマン・ハイ・パフォーマンス先端研
究センターが組織化された。これは 1964東京五輪
を５年後に控えた 1960年設立の「東京教育大学体
育学部付置スポーツ研究施設」以来、半世紀ぶりの
先端研究施設となる。
設立当初「活力健康部門」と「スポーツ競技部門」
の２部門で発足したが、今後の共同利用・共同研究
拠点の形成に必要な研究施設ベースの組織整備、な
らびに新メンバー加入による戦力補強を通じて高
い統合性と基礎力充実を目指して、人間の総合的身
体活動能力を担う①「心」②「体」③「技」の３研
究部門に再編成し、更なる強化を図る。
この ARIHHPをプラットフォームとし、スポー
ツ庁委託事業「スポーツ研究イノベーション拠点形
成プロジェクト（SRIP）」（2015～ 2020年）を獲得。
2020年東京オリンピック・パラリンピック、並び
にそれ以降の日本の国際競技力向上に貢献するこ
写真 8　フォーラム運営
写真 9　フォーラム集合写真
写真 7　英語によるポスター発表
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とを目指し、JISSなどとの連携を通じて、アスリー
トのポテンシャルの最大発揮のために、アウトカム
ベースで革新的な研究・開発を推進し、その成果を
実践フィールドに実装することを使命とした研究
プロジェクトを推進している。
また、これまで蓄積した卓越した先端スポーツ科
学研究のノウハウと、世界的に見ても稀有なスポー
ツ研究施設を活用し、国内外の多彩な分野の研究者
コミュニティの要請に応えるとともに、健康スポー
ツ科学領域の発展を目指しオールジャパン体制で
英知を結集する集学的拠点として、体育・健康ス
ポーツ科学領域初の文科省「共同利用・共同研究拠
点認定」を目指し、強化を行なっている。
６．まとめ
「ヒューマン・ハイ・パフォーマンスを実現する
次世代健康スポーツ科学の国際研究教育拠点－最
先端生命・認知脳科学の導入－（2014～ 2018年度）」
プロジェクトは、筑波大学体育系をはじめ、国内外
の多くの研究者や専門家、関係者の尽力と協力のも
と、先端的研究、人材育成及び国際的に卓越した共
同研究拠点形成において成果をあげ、終了年度を迎
えた。
７．今後の展望
過去 5年間にわたる本プロジェクトでの成果およ
び課題を基に、今後もARIHHPにおいて最先端の体・
工・医の異分野融合を更に推進していく。新たに情
報工学を加味した機能を充実させることで、高意志
力、高持久性及び高巧緻性を兼ね備えた「たくまし
い身心」を育む基盤技術の研究・開発実装性を高め
定着させること、また、子供から高齢者、有疾患者、
アスリートまで様々な階層で HHPを実現する研究・
開発を推進。加えて、先端的研究力と実践力を併せ
持つグローバル人材を育成育成も併せて推進して
いく。
８．おわりに
5年間にわたりご指導・ご支援いただきました、
文科省、筑波大学研究推進部、筑波大学体育系教員・
研究員および国内外の多くの研究者や専門家、体
育芸術エリア支援室、ARIHHPプロジェクト推進
室（旧 HHPプロジェクト室）、その他、本プロジェ
クトにご尽力いただいたすべての方に心より深謝
し稿を閉じたい。
